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日本物流学会 会員各位 

第 31回全国大会実行委員会 

委員長 矢野裕児(流通経済大学) 

 

第 31 回日本物流学会全国大会のご案内 

 

 

拝啓 時下益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

平素は種々ご協力を賜り厚く御礼を申し上げます。 

さて、本年の全国大会は 9月 11 日(木)から 13 日(土)の日程(別紙 1)で、千葉県松戸市の

流通経済大学新松戸キャンパス(千葉県松戸市新松戸 3-2-1)において開催いたしますので、

万障お繰り合わせの上ご参加頂きますようよろしくお願い申し上げます。なお、本年の統

一論題は「ロジスティクスを支える人材の育成」(別紙 2)です。 

大会参加費、懇親会費の振込については以下のとおりとさせて頂きます。 

大会参加費(予稿集代を含む) 

 正会員 5,000 円、準会員 3,000 円、非会員 8,000 円 

 なお顧問会員の方は無料とさせて頂きます。 

懇親会費 5,000 円(共通) 

 

8 月 22 日(金)までに下記のゆうちょ銀行口座にご送金ください。 

振込用紙は、5月末に会員に送付いたします学会年報に同封させていただきますので、そ

の際、通信欄に振込金額の対象(参加費・懇親会費)に○印を付けてください。振込手数料

は各自でご負担下さい。 

ゆうちょ銀行 

口座名称:第 31回日本物流学会全国大会事務局 

口座番号:００１００－１－６６４９５５ 

 

 

※書類不足あるいはお問い合わせの場合は、 

第 31回日本物流学会全国大会実行委員会事務局 

logistics31taikai@rku.ac.jp までご連絡ください。 

 

※なお、このご案内は 5月末に会員に送付いたします学会年報にも同封させていただきま

す。 

 

mailto:logistics31taikai@rku.ac.jp


別紙 1 

 

第 31 回日本物流学会全国大会プログラム(案) 

 

9 月 11 日(木) 流通経済大学新松戸キャンパス 13階会議室 

夕刻 理事会 

 

9 月 12 日(金) 流通経済大学新松戸キャンパス講堂 

9 時 30 分～受付 

10 時 00 分～12時 00 分 基調講演、特別講演 

12 時 00 分～13時 15 分 昼食 

13 時 15 分～15時 30 分 統一論題パネルディスカッション 

15 時 45 分～17時 15 分 会員総会 

17 時 30 分～19時 00 分 懇親会 

 

9 月 13 日(土) 流通経済大学新松戸キャンパス教室 

9 時 30 分～12時 00 分 統一論題、自由論題、院生セッション 

12 時 00 分～13時 00 分 昼食 

13 時 00 分～16時 30 分 統一論題、自由論題、院生セッション 

 

※時間は一応の目安で、発表件数などによって変更の可能性があります。 

※細かいプログラムは、決定次第、学会ホームページに掲載いたしますので、そちらをご

覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙 2 

 

統一論題 ロジスティクスを支える人材の育成 

 

高度なロジスティクスを実現するためには、それを支える人材の育成が欠かせない。今

後、日本のロジスティクスをより発展させていくためには、教育機関、企業等により、ロ

ジスティクスに関する専門知識を有する高度な人材の育成を図っていく必要がある。この

ような人材育成の必要性については、総合物流施策大綱（2013-2017）においても、「物流

を支える人材の確保・育成」の「高度化した物流システムを支える人材を育成し、我が国

物流の競争力強化を図る。」として、指摘されているところである。 

日本におけるこれまでのロジスティクス人材育成の状況をみると、学生に対してはロジ

スティクスのカリキュラムを有し、体系的な教育を実施している大学の数は少ないという

現状がある。また、社会人に対しては業界団体、あるいは個別企業での人材育成が図られ

てきたものの、高度な専門知識を有する人材の数はまだ少ないという現状がある。このよ

うに、教育機関と企業の両方において一貫した人材育成がなされていない理由は、ロジス

ティクスは総合的・横断的な分野であるのにも関わらず、輸送や保管などに限定した教育

が多かったこと、企業においても関連する部署が多岐にわたるのにも関わらず、物流担当

者のみを対象とした人材教育がなされてきたからである。さらに、その背景として、社会

全体、あるいは一般企業でのロジスティクスに対する意識と関心がまだまだ低いという問

題もある。 

これらの問題を解決していくためには、小中高でのロジスティクスに親しむ教育の導入、

社会に向けてのロジスティクスの重要性のアピール、大学におけるロジスティクス教育の

拡大、産学連携によるロジスティクス教育の取り組み、企業におけるロジスティクス教育

の充実、求められる専門知識内容の総合化・体系化、ロジスティクス関連人材のキャリア

パスの構築、ロジスティクス人材のオーソライズなどの様々な方策を講じていくことが考

えられる。 

高度なロジスティクス人材を育成していくためには、個々企業あるいは大学による対応

では難しく、産官学が連携した議論が今後必要といえる。今回の統一論題は、上記のよう

な問題意識に立ち、今後のロジスティクスの発展のためには欠かせない人材をどのように

育成していくべきか、広範な視点で議論したいと考える。 

 

 

 

 

 

 


